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よ
う
や
く
臨
時
国
会
が
15
日
に
開
会

し
た
。
自
民
党
は
開
会
日
の
先
延
ば
し

を
目
論
ん
で
い
た
が
、
重
要
課
題
山
積

の
中
こ
れ
以
上
は
許
さ
れ
な
い
。
Ｔ
Ｐ

Ｐ
に
消
費
増
税
、原
発
再
稼
働
問
題
、止

め
ど
な
く
増
え
続
け
る
福
島
第
一
原
発

の
汚
染
水
。
危
険
な
特
定
秘
密
保
護
法

の
成
立
や
労
働
市
場
の
規
制
緩
和
。
米

国
の
債
務
不
履
行
で
も
あ
れ
ば
、
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
効
果
が
吹
き
飛
び
、
安
倍
政

権
退
陣
の
可
能
性
も
ゼ
ロ
じ
ゃ
な
い
。

今
国
会
で
、
民
主
党
を
中
心
と
す
る
野

党
が
政
権
打
倒
を
め
ざ
し
、
生
活
者
の

た
め
の
政
治
を
取
り
戻
し
て
ほ
し
い
。

22日㈫　第３回執行委員会（札幌市）
25日㈮　全国介護・地域福祉集会（東京）
　　　　自治体退職者会北海道本部第30回定期総会（札幌市）
26日㈯　自治労女性集会（東京）
29日㈫　連合北海道第26回定期大会（～ 30札幌市）
31日㈭　自治労共済全国集会（鹿児島市）

２日㈯　道本部障労連総会（札幌市）
５日㈫　連合2014春闘討論集会（東京）
７日㈭　五十嵐広三さんを偲ぶ札幌のつどい（札幌市）
12日㈫　第４回執行委員会（札幌市）

10月

11月

道本部ホームページ

組合員専用ページは
自治労北海道

JICHIRO スケジュール

エコ風船に付いているメッセージカード。拾った日時
と場所の連絡を求めている

倉本聰さん発案の「泊原発風船プロジェクト」。泊原発を対岸にのぞみ風船を飛ばした＝10月５日、岩内町

全道から117人が参加し、2013賃金確定期の課題を共有した。＝10月10日、自治労会館

連 合
北海道 さようなら原発北海道集会inいわない
「
北
海
道
原
子
力
防
災
訓
練
」調
査
活
動

労
働
組
合
の
存
在
価
値
、組
合
員
へ
周
知

賃
金
担
当
者
会
議

放
射
能
想
定
し
た
風
船
ど
こ
に
…

10月16日現在

筆単組・総支部 49,799126

原発のない北海道の実現を求める
「全道100万人」署名実施中！

11月末まで取り組みます

原発事故子ども・被災者支援法の
早期具体化を求める請願署名

◆取り組み目標

組合員数×２筆
11月25日（月）まで◆集約

本号の紙面

４ 面
・�「北海道原子力防災訓
練」調査活動

・�職場だより「十勝地
本発」

・�チャレンジチルドレ
ンファースト

・�おーさかさんの「徒
然だより」

２ 面
・�特集「都市交の仲間
とともに」

３ 面
・全国バレー大会

ナ
リ
ス
ト
で
作
家
の
鎌
田
慧

さ
ん
は
「
原
発
再
稼
働
は
私

た
ち
へ
の
挑
戦
だ
。
私
た
ち

の
運
動
が
小
泉
元
首
相
を
動

か
し
て
、『
脱
原
発
』
発
言
に

つ
な
が
っ
た
。
脱
原
発
の
希

望
を
強
め
る
の
が
こ
の
集
会

だ
。
大
胆
に
運
動
し
よ
う
」

と
呼
び
か
け
た
。

　

夕
張
の
高
校
生
・
杉
村
さ

ん
は
、「
私
た
ち
の
世
代
で
原

発
を
廃
炉
に
し
た
い
」
と
力

強
く
訴
え
た
。

　

放
射
能
を
想
定
し
た
風
船

発
建
設
中
止
を
求
め
よ
う
」

と
訴
え
た
。
ま
た
、
ジ
ャ
ー

　

10
月
10
日
、
道
本
部
は
賃

金
担
当
者
会
議
を
開
き
、
全

道
か
ら
84
単
組
・
総
支
部
１

１
７
人
が
参
加
し
た
。

　

会
議
で
は
、
自
治
労
本
部

の
田
中
総
合
労
働
局
長
が
、

国
家
公
務
員
給
与
削
減
の
動

向
な
ど
の
中
央
情
勢
を
提
起

し
た
。
ま
た
、
２
０
１
３
賃

金
確
定
期
の
重
点
課
題
に
つ

い
て
道
本
部
の
櫛
部
賃
金
労

働
部
長
が
提
起
し
、
意
思
統

一
し
た
。

　

国
家
公
務
員
の
給
与
削
減

の
動
向
が
不
透
明
な
こ
と

や
、
政
府
が
俸
給
表
・
一

時
金
の
改
定
を
行
わ
な
い
こ

と
を
決
定
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
単
組
に
お
け
る
賃
金
確

定
期
の
交
渉
が
形
式
化
す
る

危
険
性
が
高
い
。そ
の
た
め
、

あ
ら
た
め
て
①
高
年
齢
職
員

の
昇
給
・
昇
格
制
度
の
見
直

し
課
題
、
②
給
与
構
造
改
革

の
現
給
保
障
措
置
の
継
続
、

③
雇
用
と
年
金
の
接
続
に
む

け
た
再
任
用
制
度
の
運
用
協

議
、
④
臨
時
・
非
常
勤
職
員

の
処
遇
改
善
に
つ
い
て
、
重

点
指
標
と
し
て
し
っ
か
り
位

置
づ
け
て
交
渉
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
た
。
特
に
雇
用
と

年
金
の
接
続
に
つ
い
て
は
、

２
０
１
３
年
度
末
退
職
者
か

ら
無
年
金
に
な
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
条
例
化
を
12
月
議
会

で
行
う
こ
と
、
運
用
に
つ
い

て
も
同
時
に
協
議
す
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

　

国
公
給
与
削
減
の
動
向
が

見
え
な
い
中
で
の
た
た
か
い

と
な
る
が
、
各
単
組
は
、
全

道
の
取
り
組
み
と
連
帯
し

て
、
し
っ
か
り
と
組
合
員
の

生
活
の
維
持
・
改
善
に
む
け

た
取
り
組
み
を
行
い
、
労
働

組
合
の
存
在
価
値
を
す
べ
て

の
組
合
員
へ
周
知
す
る
こ
と

が
必
要
だ
。

　

集
会
で
は
、
呼
び
か
け
人

の
倉
本
聰
さ
ん
が
発
案
し

た
、「
泊
原
発
風
船
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
約
１
０
０
０
個
の

エ
コ
風
船
を
参
加
者
全
員
で

飛
ば
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
泊
原
発
で
事
故
が

起
こ
っ
た
場
合
に
、
放
射
能

が
風
に
乗
っ
て
ど
こ
ま
で
行

く
の
か
を
検
証
す
る
も
の
。

　

呼
び
か
け
人
の
小
野
さ
ん

は
「
将
来
の
子
ど
も
た
ち
の

た
め
原
発
を
止
め
る
こ
と
を

誓
い
合
お
う
」
と
呼
び
か
け
、

麻
田
さ
ん
は
「
北
海
道
に
原

発
は
い
ら
な
い
。
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
推
進
し
て
、
泊
の

再
稼
働
を
阻
止
し
、
大
間
原

て
行
っ
て
い
る
。

　

連
合
北
海
道
は
、
今
年
も

調
査
団
（
49
人
）
を
結
成
し
、

防
災
訓
練
の
調
査
活
動
と
住

民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
た
。

（
詳
細
は
４
面
を
ご
覧
く
だ

さ
い
）

一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
を

受
け
て
、
２
０
１
２
年
度
の

訓
練
か
ら
Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏
（
緊
急

時
防
護
措
置
を
準
備
す
る
区

域
30
㎞
）
の
13
町
村
に
広
げ

が
参
加
し
た
。
こ
の
防
災
訓

練
は
２
０
０
０
年
か
ら
行
わ

れ
、
道
・
原
発
周
辺
４
町
村

で
実
施
し
て
い
た
が
、
２
０

１
１
年
の
東
京
電
力
福
島
第

　

10
月
８
日
、
北
海
道
電
力

泊
原
子
力
発
電
所
の
重
大
事

故
を
想
定
し
た
、「
北
海
道
原

子
力
防
災
訓
練
」
が
行
わ
れ
、

過
去
最
大
の
７
，
７
０
０
人

　

さ
よ
う
な
ら
原
発
１
０
０
０
万
人
ア
ク
シ
ョ
ン
北
海

道
実
行
委
員
会
は
、
10
月
５
日
、
岩
内
町
・
フ
ェ
リ
ー

埠
頭
緑
地
で
「
さ
よ
う
な
ら
原
発
北
海
道
集
会
in
い
わ

な
い
」
を
開
き
、
１
，
５
０
０
人
が
参
加
し
た
。
集
会

で
は
、
倉
本
聰
さ
ん
発
案
の
「
泊
原
発
風
船
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
エ
コ
風
船
を
飛
ば
し
た
。

て
い
る
。
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
放
射
能
が
広

は
、
10
月
６
日

に
１
８
０
㎞
離

れ
た
旭
川
市
、

赤
平
市
、
当
別

町
、８
日
に
は
、

芦
別
市
、
東
川

町
、
10
日
に
は
、

札
幌
市
内
に
到

達
し
た
と
い
う

ハ
ガ
キ
が
届
い

範
囲
に
お
よ
ぶ
こ
と
が
実
証

さ
れ
た
。

ユーザー名：minnade
パスワード：danketsu2013

全日本自治団体労働組合
北海道本部

〒060-0806　札幌市北区
北６西７北海道自治労会館
電　話　011-747-3211
ＦＡＸ　011-700-2053
編集・発行　渡部　裕幸
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バスの点検整備は、重大な事故につながるた
め慎重・正確さが要求される

年月日 で　き　ご　と

〈都市交のあゆみ〉

※交通基本法
　個別対応となってきた交通
に対する施策を総合的・計画
的な交通行政に転換するため
の基本法案。民主党政権時代
にまとめた法案を基礎に、東
日本大震災の教訓や公共交通
を取り巻く環境の変化も踏ま
え、民主・社民共同で第183
国会に上程。大規模災害発生
時の代替ルートやエネルギー
の確保、情報通信技術の積極
的活用、交通の安全・保安の
確保、移動の権利という理念
の明確化、国際競争力の強化
など新たな視点が盛り込まれ
ている。

集特

都
市
交
の
仲
間
と
と
も
に

　

公
営
交
通
は
常
に
民
間
事

業
者
と
比
較
さ
れ
る
中
で
、

意
識
改
革
が
必
要
で
あ
る
こ

多
種
多
様
。
こ
れ
は
、
私
鉄

や
Ｊ
Ｒ
な
ど
鉄
道
事
業
者
と

大
き
く
変
わ
る
も
の
で
は
な

く
、
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
に

も
同
様
の
水
準
に
あ
る
。

方
公
営
企
業
法
が
適
用
さ
れ

た
事
業
体
で
、
常
に
経
営
効

率
化
と
向
き
合
い
運
動
を
し

て
き
た
。
ま
た
、
急
激
な
技

術
革
新
に
よ
る
情
報
社
会
へ

の
構
造
転
換
は
労
働
環
境
を

一
変
さ
せ
、
規
制
緩
和
に
よ

る
競
争
と
あ
い
ま
っ
て
格
差

社
会
を
生
み
出
し
た
。
こ
う

し
た
変
化
は
公
営
交
通
も
直

撃
し
、
自
治
体
財
政
の
ひ
っ

迫
は
、
補
助
金
の
削
減
に
む

け
ら
れ
、
健
全
化
・
民
営
化

の
攻
撃
が
つ
づ
い
て
い
る
。

　

都
市
交
は
全
国
の
公
営
交

通
で
働
く
仲
間
で
組
織
し
て

お
り
、
現
在
全
国
で
25
単
組
、

約
２
５
，
０
０
０
人
の
組
合

員
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
北

海
道
で
は
、
２
単
組
・
約
６

０
０
人
（
札
幌
交
通
労
組
・

函
館
交
通
労
組
）
の
組
合
員

が
新
た
に
自
治
労
の
仲
間
と

な
り
今
後
運
動
を
す
す
め
て

い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

都
市
交
職
場
は
、
自
治
体

直
営
の
バ
ス
、
地
下
鉄
、
路

面
電
車
の
乗
務
部
門
や
駅
部

門
を
は
じ
め
、
車
輌
や
施
設

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
携
わ
る

技
術
部
門
、
事
務
部
門
な
ど
、

 

２
０
１
３
年
６
月
１
日
、
自
治
労
と
都
市
交
が
組
織
統
合
を
果
た
し
、
道
本
部
は
５
月
31
日
の
、
第
１
１
７
回
中
央
委

員
会
で
組
織
統
合
し
た
。
改
め
て
互
い
が
歩
ん
で
き
た
歴
史
、
教
訓
を
合
わ
せ
、
質
の
高
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
を

め
ざ
し
、
都
市
交
通
政
策
と
自
治
体
政
策
を
新
た
な
自
治
労
運
動
と
位
置
づ
け
て
た
た
か
い
を
す
す
め
て
い
く
。
本
号

で
は
、
都
市
交
の
歴
史
や
課
題
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　

都
市
交
運
動
は
１
９
４
７

年
１
月
26
日
、
戦
後
の
焦
土

の
中
い
ち
早
く
再
建
を
果
た

し
た
。
当
時
、
劣
悪
な
労
働

条
件
だ
っ
た
公
営
交
通
労
働

者
の
期
待
を
担
い
、
平
和
と

民
主
主
義
を
守
る
た
た
か
い

を
進
め
て
き
た
。
高
度
成
長

期
は
、
人
口
の
都
市
集
中
や
、

自
動
車
の
激
増
、
自
治
体
の

財
政
悪
化
で
公
営
交
通
の
経

営
環
境
も
悪
化
し
、
地
方
を

中
心
に
経
営
効
率
化
が
起
こ

っ
た
。
公
営
交
通
事
業
は
地

と
を
議
論
し
て
い
る
。
そ
の

中
で
、
か
つ
て
は
「
市
民
」

「
利
用
者
」
と
い
う
表
現
が

一
般
的
だ
っ
た
が
「
お
客
さ

ま
」
と
い
う
表
現
に
こ
だ
わ

っ
た
。
そ
し
て
、
都
市
交
は

年
に
２
回
（
４
月
と
10
月
）
、

統
一
行
動
期
間
を
設
置
し
、

組
合
員
が
お
客
さ
ま
に
あ
い

さ
つ
や
車
内
案
内
を
し
て
、

意
識
的
に
お
声
が
け
を
す
る

「
一
声
運
動
」
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

自
治
体
で
は
、「
構
造
改

革
」「
行
財
政
改
革
」「
規
制
緩

和
」
が
押
し
進
め
ら
れ
、
公

共
サ
ー
ビ
ス
が
大
幅
に
切
り

捨
て
ら
れ
る
中
、
公
営
交
通

は
一
段
と
厳
し
い
状
況
下
に

あ
る
。
す
で
に
、
公
営
交
通

を
要
す
る
ほ
と
ん
ど
の
自
治

体
で
、
財
政
状
況
の
悪
化
を

理
由
に
事
業
や
路
線
廃
止
が

議
論
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ

け
バ
ス
事
業
は
、
危
機
的
な

状
況
に
あ
る
。

　

少
子
高
齢
化
の
中
で
「
お

客
さ
ま
が
増
え
て
増
収
す

る
」
こ
と
が
見
込
め
な
い
状

況
の
中
で
、
経
営
効
率
化
と

ど
う
向
き
合
う
か
が
問
わ
れ

て
い
る
。
採
算
を
と
る
た
め

に
、
外
郭
団
体
へ
の
出
向
や
、

自
然
退
職
、
新
規
採
用
の
抑

制
で
人
員
を
減
ら
し
て
き

た
。
現
在
、
超
過
勤
務
や
、

公
休
出
勤
も
恒
常
化
し
て
い

る
。

　

不
採
算
事
業
で
も
、
行
政

の
要
請
に
こ
た
え
て
事
業
を

展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

そ
の
場
合
、
需
給
バ
ラ
ン
ス

を
意
識
し
て
経
営
し
よ
う
と

す
る
が
、
地
方
公
営
企
業
法

が
適
用
さ
れ
て
い
る
た
め
議

会
関
与
が
強
く
、
赤
字
路
線

　

不
採
算
路
線
を
民
営
化
す

る
場
合
、
そ
の
事
業
者
は
当

面
低
コ
ス
ト
で
維
持
し
よ
う

と
す
る
が
、
人
口
減
少
、
職

の
多
様
化
で
、
利
用
者
が
減

少
す
れ
ば
路
線
を
廃
止
し
て

し
ま
う
。
民
間
事
業
者
は
、

規
制
緩
和
で
比
較
的
容
易
に

路
線
の
改
廃
を
し
て
し
ま

う
。
公
共
交
通
を
住
民
の
移

動
す
る
権
利
と
し
て
守
っ
て

い
く
た
め
、
こ
れ
ま
で
都
市

交
が
取
り
組
ん
で
き
た
、「
ク

ル
マ
社
会
の
行
き
過
ぎ
」
を

転
換
し
、
公
共
交
通
を
基
盤

に
お
い
た
、
人
と
地
球
に
や

さ
し
い
総
合
交
通
体
系
の
確

立
と
安
心
・
安
全
・
快
適
に

移
動
す
る
権
利
を
保
障
す
る

た
め
、
行
政
の
責
任
を
明
確

化
し
た
「
※
交
通
基
本
法
」

の
制
定
に
む
け
、
全
力
で
取

り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

少
子
高
齢
化
社
会
が
到
来

し
、
環
境
問
題
、
地
域
間
格

差
な
ど
の
解
決
が
不
可
欠
な

状
況
の
中
、
10
年
、
20
年
後

の
近
未
来
を
展
望
し
た
と

き
、
公
営
交
通
の
役
割
は
今

以
上
に
高
ま
り
、
地
域
住
民

に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
と
な
る
。
公
営

交
通
労
働
者
は
、
現
場
に
お

け
る
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
で

あ
り
、
そ
の
責
任
は
極
め
て

重
要
だ
。
今
後
も
そ
の
使
命
、

役
割
を
果
た
す
た
め
に
は
、

安
全
を
ゆ
る
ぎ
な
い
も
の
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
う
え
で
経
営
効
率
化
と
ど

う
む
き
合
い
、
雇
用
を
ど
う

守
る
の
か
が
私
た
ち
の
責
務

だ
。

は
「
行
政
が
補
助
を
す
る
」

と
し
て
事
業
を
続
け
る
こ
と

に
な
る
。
し
か
し
、
首
長
、

議
会
に
よ
っ
て
そ
の
あ
り
方

は
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま

う
。
民
営
化
を
提
唱
す
る
首

長
が
当
選
す
れ
ば
、
補
助
・

助
成
は
切
ら
れ
「
赤
字
は
出

さ
な
い
」
と
す
る
場
合
は
労

働
者
に
賃
金
カ
ッ
ト
を
求
め

ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
収
支

の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
た
め

に
、
職
員
は
赤
字
路
線
か
ら

黒
字
路
線
（
た
と
え
ば
、
バ

ス
か
ら
地
下
鉄
）
へ
転
籍
を

せ
ざ
る
を
得
な
い
。
常
に
そ

の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
る
た

め
、
こ
れ
ま
で
の
労
働
運
動

で
は
、「
ど
う
し
た
ら
黒
字
が

担
保
で
き
る
の
か
」
を
議
論

し
て
い
る
。
補
助
・
助
成
の

期
待
が
で
き
な
い
中
で
事
業

を
維
持
し
、
な
お
か
つ
雇
用

を
守
る
と
す
れ
ば
、
必
ず
経

営
効
率
化
と
い
う
問
題
が
つ

い
て
く
る
。
そ
の
た
め
、
路

線
を
間
引
い
て
の
運
行
や
、

外
郭
団
体
に
管
理
を
委
託

し
、
退
職
者
で
減
っ
た
分
は

委
託
す
る
。
し
か
し
、
地
方

都
市
に
は
、
委
託
す
る
だ
け

の
業
務
量
は
な
く
直
営
を
守

り
、
黒
字
を
担
保
し
よ
う
と

す
れ
ば
、
労
働
条
件
を
譲
ら

ざ
る
を
得
な
い
現
状
に
あ
る
。

都
市
交
運
動
の
歴
史

都
市
交
職
場
と
は

都
市
交
運
動
の
特
徴
と
運
動
課
題

公
営
交
通
の
経
営
環
境

今
後
の
取
り
組
み

経
営
効
率
化
と
ど
う
向
き
合
う
か

日本都市交通労働組合連合会（都市交通）結成

１．26

総評に単産加盟

２．14

反安保大行動にスト突入を含めて参加

６．９～26

第１回公営交通研究集会を開催

11．27～28

「住民の足を守る大行動」を展開、百万署名、バスに
よる列島縦断上京行動と都心デモ、省庁・国会議員
要請などを展開

10．30 ～ 11．１

第２次財政再建法反対で半日スト決行

６．８

スト権ストを連日打ち抜く

11．26～12．３

日本都市交通労働組合（略称：都市交）に名称を変更

１．１

第44回定期大会で“乗せる者の立場から乗る者の立
場へ”と政策闘争における発想の転換を提起

７．11～12

第52回定期大会で労働戦線の全的統一実現にむけて
の基本方針を決定

７・８～９

「環境改善元年」、全国一斉に走行環境改善キャンペ
ーンを展開

４～12．８

都市交、「公営バス活性化のための24の提言」を発表

３．30

函館市バス民営化反対現地総行動を展開

４．22～24

第79回臨時退会で自治労との組織統合を正式決定

２．15

第80回定期大会（解散大会）

５．24

函館市バス、民営移管完了

３．31

札幌市バス事業が廃止

３．31

結成60週年レセプションを開催

２．15

苫小牧市バス事業が廃止

３．31

1947

1951

1960

1964

1972

1973

1975

1977

1979

1987

1988

2000

2003

2004

2007

2012

2013
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松本市職労相手に一歩も引かない帯広市労連＝９月30日、千葉市

「ワッショイ！」のかけ声で勢いに乗り、３大会ぶりの全国制覇を果たした札幌市職連＝９月30日、千葉市

大激戦となった決勝戦。チームワークで札幌市職連が勝利した

松本市職労

徳島市職労連

萩市職労

太田市職労

帯広市労連

藤沢市職労

奄美市職労

松阪市職

水戸市職

札幌市職連

９月29日㈰ ９月29日㈰９月30日㈪

大会２日目 大会２日目大会３日目

特設
11：00

Ａ－３
11：50

Ａ－１
9：30

Ａ－２
10：40

Ｃ－３
11：50

Ｃ－５
14：10

Ｃ－１
9：30

Ｂ－３
11：50

Ｂ－４
14：10

Ｂ－１
9：30

Ｃ－４
13：00

Ｃ－２
10：40

Ｂ－２
10：40

Ａ－４
14：10

21－18
25－27
21－11

21－11
21－６

21－５
21－11

21－７
21－13

21－16
21－18

21－８
21－19

21－15
21－７

21－12
21－15

15－21
24－22
22－20

21－13
14－21
21－16

21－19
15－21
21－17

21－13
14－21
21－16

20－22
21－15
21－12

21－12
21－10

１

２

３

４

５

６

10

７

11

８

12

９

13

島根県職連合

〈ゾーンＡ〉

富山県職労

〈ゾーンＣ〉

国東市職労

〈ゾーンＢ〉

【決勝トーナメント戦】千葉ポートアリーナ

第28回 全日本自治体職員等女子バレーボール大会全国優勝大会

札幌市職連が全国制覇 帯広市労連はベスト８

３
大
会
ぶ
り
札
幌
が
優
勝

２
年
後
も
優
勝
め
ざ
す

　

大
会
1
日
目
は
、
予
選
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
札

幌
市
職
連
と
帯
広
市
労
連
を

含
む
、
20
チ
ー
ム
が
決
勝
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
を
決
め
た
。

　

2
日
目
の
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
１
回
戦
で
、
札
幌
市
職

連
は
松
阪
市
職
労
、
帯
広
市

労
連
が
奄
美
市
職
労
と
対
戦

し
た
。
札
幌
市
職
連
は
危
な

げ
な
い
試
合
運
び
で
勝
利

し
、
帯
広
市
労
連
は
、
第
１

セ
ッ
ト
を
奄
美
市
職
労
に
先

取
さ
れ
た
が
、
第
２
・
第
３

セ
ッ
ト
と
流
れ
を
取
り
戻

し
、
逆
転
勝
利
を
収
め
た
。

　

２
回
戦
、
札
幌
市
職
連
は

予
選
で
勝
利
し
て
い
る
藤
沢

市
職
労
と
対
戦
し
、
２
―
０

で
ス
ト
レ
ー
ト
勝
ち
を
収
め

ベ
ス
ト
４
進
出
を
果
た
し

た
。
帯
広
市
労
連
は
、
前
大

会
の
覇
者
・
松
本
市
職
労
と

対
戦
し
、
２
―
０
の
ス
ト
レ

ー
ト
で
惜
し
く
も
敗
退
し

た
。
し
か
し
、
強
豪
相
手
に

一
歩
も
引
か
な
い
試
合
展
開

を
繰
り
広
げ
た
帯
広
市
労
連

に
、
観
客
か
ら
大
き
な
拍
手

が
送
ら
れ
た
。

　

大
会
3
日
目
、
決
勝
戦
進

出
を
か
け
た
準
決
勝
で
、
札

幌
市
職
連
は
前
々
大
会
の
決

重
な
り
、
札
幌
市
職
連
が
先

取
し
た
。
第
２
セ
ッ
ト
で
も
、

札
幌
市
職
連
の
勢
い
は
止
ま

ム
と
も
「
取
ら
れ
た
ら
取
り

返
す
」
攻
防
戦
。
札
幌
市
職

連
は
、
堀
部
、
長
瀬
を
中
心

と
し
た
チ
ー
ム
の
特
徴
で
あ

る
高
さ
を
十
分
に
生
か
し
た

ア
タ
ッ
ク
、
ブ
ロ
ッ
ク
、
角

田
の
コ
ー
ス
を
狙
っ
た
正
確

な
ア
タ
ッ
ク
。
冷
静
な
試
合

運
び
で
徐
々
に
点
差
が
開

き
、
最
後
は
豊
中
市
職
の
痛

恨
の
ミ
ス
で
札
幌
市
職
連
が

第
１
セ
ッ
ト
を
先
取
し
た
。

　

第
２
セ
ッ
ト
は
、
決
勝
戦

に
ふ
さ
わ
し
く
、
一
瞬
の
ま

ば
た
き
も
許
さ
れ
な
い
ゲ
ー

ム
展
開
が
つ
づ
い
た
。
特
に

光
っ
て
い
た
の
は
、
声
を
出

し
て
盛
り
上
げ
た
豊
中
市

職
・
井
上
の
躍
動
感
あ
ふ
れ

る
ス
パ
イ
ク
と
、
ど
ん
な
球

も
落
と
さ
な
い
高
見
の
正
確

な
レ
シ
ー
ブ
。
ブ
ロ
ッ
ク
を

弾
き
飛
ば
す
坂
梨
の
パ
ワ
フ

ル
な
ス
パ
イ
ク
は
、
豊
中
市

職
を
勢
い
づ
け
る
起
爆
剤
に

な
っ
た
。
点
差
は
常
に
２
点

以
内
と
ま
さ
に
シ
ー
ソ
ー
ゲ

ー
ム
が
つ
づ
き
、
デ
ュ
ー
ス

に
も
つ
れ
込
む
も
決
着
が
つ

か
ず
、
最
後
は
27
点
を
取
っ

た
豊
中
市
職
が
勝
利
し
た
。

　

最
終
第
３
セ
ッ
ト
。
序
盤

は
札
幌
市
職
連
が
点
を
重

ね
、
11
対
７
と
札
幌
市
職
連

有
利
で
試
合
を
折
り
返
す
。

後
半
豊
中
市
職
は
、
選
手
交

代
を
織
り
交
ぜ
て
流
れ
を
変

え
た
か
っ
た
が
得
点
で
き

ず
、
札
幌
市
職
連
は
一
気
に

６
点
を
取
り
、
豊
中
市
職
が

追
い
上
げ
る
も
、
そ
の
ま
ま

札
幌
市
職
連
が
逃
げ
切
り
、

３
大
会
ぶ
り
の
全
国
制
覇
を

果
た
し
た
。

　

３
大
会
ぶ
り
の
王
座
奪
還

を
ね
ら
う
札
幌
市
職
連
と
、

大
会
初
優
勝
を
め
ざ
す
豊
中

市
職
。
決
勝
戦
に
ふ
さ
わ
し

く
、
両
者
一
歩
も
譲
ら
ず
最

終
第
３
セ
ッ
ト
ま
で
も
つ
れ

こ
む
大
激
戦
と
な
っ
た
。

　

第
１
セ
ッ
ト
は
、
両
チ
ー

勝

で

敗

れ

た
、
松
本
市

職
労
と
対
戦
。

　

第
１
セ
ッ

ト
は
終
始
札

幌
市
職
連
ペ

ー
ス
の
試
合

展
開
で
、
相

手
の
ミ
ス
も

　

９
月
28
日
か
ら
30
日
ま
で
の
３
日
間
、
千
葉
県
・
千

葉
市
「
千
葉
ポ
ー
ト
ア
リ
ー
ナ
」
で
開
か
れ
た
、
第
28

回
全
国
自
治
体
職
員
等
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
全
国
優
勝

大
会
で
、
全
道
大
会
で
昨
年
度
優
勝
し
た
札
幌
市
職
連

と
本
年
度
優
勝
の
帯
広
市
労
連
が
出
場
し
、
札
幌
市
職

連
が
６
年
ぶ
り
に
全
国
の
頂
点
に
立
っ
た
。
帯
広
市
労

連
は
ベ
ス
ト
８
の
奮
闘
を
見
せ
た
。

個
人
賞

■
勝
利
監
督
賞

■
最
優
秀
選
手
賞

■
ア
タ
ッ
ク
賞

■
サ
ー
ブ
賞

■
レ
シ
ー
ブ
賞

札幌市職連

札幌市職連

札幌市職連

札幌市職連

札幌市職連

荒井則貴さん

三浦知子さん

中村　舞さん

會田佑衣さん

田中樹里さん

　

３
大
会
ぶ
り
に
優
勝
で
き
　

今
回
は
優
勝
へ
の
思
い
が

て
う
れ
し
い
。
選
手
が
頑
張

っ
て
く
れ
た
。
前
々
回
は
３

連
覇
が
か
か
っ
た
試
合
で
松

本
市
職
労
に
負
け
た
が
、
今

回
リ
ベ
ン
ジ
で
き
た
。
２
年

後
の
全
国
大
会
も
優
勝
め
ざ

し
て
全
力
を
つ
く
す
。

６
年
分
詰
ま
っ
て
い
た
。「
ワ

ッ
シ
ョ
イ
の
か
け
ご
え
で
勢

い
に
乗
っ
た
。
３
連
覇
に
む

け
て
、
２
年
後
の
全
国
大
会

も
優
勝
し
た
い
。
そ
の
た
め

に
、
一
か
ら
チ
ー
ム
を
つ
く

り
直
し
た
い
。

札
幌
市
職
連
⑶

柏市職17

豊中市職16

高畠町職労連15

14 香川県職連合

〈ゾーンＤ〉

Ｃ－１
9：30
21－14
21－18

Ａ－１
9：30
21－10
21－12

ら
ず
一
方
的
な
試
合
展
開
と

な
り
、
札
幌
市
職
連
が
連
取

し
リ
ベ
ン
ジ
を
果
た
し
た
。
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自
治
労
と
都

市
交
が
組
織
統

合
し
、
６
月
か

ら
道
本
部
の
一

員
と
な
っ
た
。

９
月
の
道
本
部

大
会
で
は
、
交

通
部
門
の
方
針

も
決
ま
っ
た
。
こ
の
間
、
産

別
統
合
と
い
う
歴
史
的
な
事

業
の
中
で
、
施
行
錯
誤
の
毎

日
だ
っ
た
▼
地
方
自
治
体
で

働
く
私
た
ち
は
、
地
域
住
民

の
生
活
に
欠
か
す
こ
と
が
で

き
な
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
携
わ
っ
て
い

る
。
今
回
の
統
合
で
、
歴
史

あ
る
自
治
労
運
動
に
「
交

通
」
と
い
う
新
た
な
視
点
が

加
わ
り
、
広
が
っ
て
い
く
こ

と
を
願
う
▼
今
、
全
国
の

「
交
通
」は
瀕
死
の
状
態
だ
。

規
制
緩
和
に
よ
り
、
こ
こ
数

年
間
で
、
全
国
の
乗
合
バ
ス

路
線
は
１
万
キ
ロ
以
上
が
廃

止
さ
れ
、
鉄
軌
道
も
約
６
百

キ
ロ
以
上
が
廃
止
さ
れ
て
い

る
。
公
営
交
通
事
業
も
道
内

で
は
、
札
幌
・
函
館
・
苫
小

牧
の
市
営
バ
ス
が
廃
止
に
至

っ
た
▼
今
日
ま
で
、
公
共
交

通
は
各
事
業
者
の
経
営
努
力

で
、「
赤
字
か
黒
字
か
」
だ
け

が
問
わ
れ
、
市
場
原
理
に
よ

り
淘
汰
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、

地
域
で
は
「
交
通
難
民
」
と

呼
ば
れ
る
人
々
が
発
生
し
て

い
る
。
今
こ
そ
公
営
・
公
共

交
通
の
再
生
を
め
ざ
す
た
め

に
努
力
す
る
。�

（
高
橋
望
）

忙中余話

職
場
だ
よ
り

分散会で他市町村との情報交換を行った＝９月28日、帯広市

【
十
勝
地
本
発
】
十
勝
地
方

本
部
社
会
福
祉
評
議
会
は
９

月
28
日
、
と
か
ち
プ
ラ
ザ
で

「
保
育
集
会
」
を
開
き
、
15

単
組
38
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

第
1
部
は
、「
子
ど
も
達
の

〝
今
〟
そ
し
て
明
日
に
向
か

っ
て
（
そ
の
後
）
」
と
題
し
、

重
度
の
知
的
障
害
を
伴
う
自

閉
症
の
お
子
さ
ん
を
も
つ
保

護
者
の
方
を
講
師
に
お
招
き

し
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
普
段

聞
く
こ
と
が
で
き
な
い
保
護

者
の
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で

き
て
よ
か
っ
た
」「
保
護
者
の

思
い
や
願
い
を
直
接
聞
く
こ

と
が
で
き
大
変
勉
強
に
な
っ

た
。
子
ど
も
の
長
所
、
可
能

性
を
伸
ば
し
て
い
く
た
め
に

行
動
し
て
い
く
こ
と
の
大
切

さ
を
感
じ
た
」
と
い
っ
た
感

想
が
寄
せ
ら
れ
、
と
て
も
好

評
で
し
た
。

　

第

2

部

は
、「

保

育

所

（
園
）
と
小
学
校
を
つ
な
ぐ

連
携
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ

に
分
散
会
を
行
い
、
他
市
町

村
と
の
情
報
交
換
や
交
流
す

る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

（
足
寄
町
職
労
・
女
性
部
財

政
部
長
・
二
瓶
真
紀
）

他
市
町
村
と
情
報
交
換
・
交
流

　

「
保
育
の
必
要
性
の
認

定
」
に
つ
い
て
は
「
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
法
」
第
19

条
の
項
目
別
に
「
１
号
認
定

（
満
３
歳
以
上
で
保
育
の
必

要
な
し
）」「
２
号
認
定
（
満

３
歳
以
上
で
保
育
の
必
要
あ

り
）」「
３
号
認
定
（
満
３
歳

未

満

で
保

育
の

必
要

あ

り
）」の
３
区
分
に
分
け
ら
れ

ま
す
。
早
い
話
、
１
号
は
幼

稚
園
、
２
号
と
３
号
は
保
育

所
に
通
う
子
ど
も
と
思
っ
て

く
だ
さ
い
（
新
制
度
の
体
系

に
移
行
し
な
い
幼
稚
園
に
通

う
子
ど
も
は
認
定
不
要
で

す
）。

　

さ
ら
に
２
号
と
３
号
に
つ

い
て
は
保
育
必
要
量
と
し
て

「
長
時
間
」
と
「
短
時
間
」

の
区
分
け
が
行
わ
れ
、
ひ
と

り
親
家
庭
な
ど
を
対
象
と
し

た
「
優
先
」
利
用
の
有
無
に

つ
い
て
も
判
断
さ
れ
ま
す
。

　

市
町
村
は
、
こ
れ
ら
に
加

え
利
用
者
負
担
区
分
を
記
載

し
た
「
支
給
認
定
証
」
を
交

付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

制
度
の
変
わ
り
目
に
は
職

場
の
混
乱
が
見
受
け
ら
れ
る

こ
と
も
多
い
た
め
、
来
年
度

の
機
構
や
定
数
に
つ
い
て

も
、
今
の
時
点
か
ら
、「
認
定

事
務
」
の
開
始
を
踏
ま
え
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

チャレンジ チルドレン・ファースト！

職場の混乱なくす
機構・定数の取り組み推進！

㉙

調査後は疑問点や改善点を討論した＝10月８日、岩内町

昨年からＵＰＺ圏の13町村に広げて行っている防災訓練のようす＝10月８日

北海道原子力防災訓練の主な避難経路

『ヒト・モノ・カネ』が不足している

連合北海道「北海道原子力防災訓練」調査活動

　

コ
ン
サ
ド
ー
レ
チ
ケ
ッ
ト
２
枚

を
２
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

　

各
試
合
共
通
（
見
た
い
試
合
を

自
分
で
選
べ
ま
す
）
Ｓ
Ａ
ゾ
ー
ン

自
由
席
。
締
め
切
り
は
11
月
５
日

（
火
）
午
後
４
時
、
道
本
部
Ｈ
Ｐ

【
単
組
・
組
合
員
専
用
ペ
ー
ジ
】

上
部
の
「
道
本
部
へ
の
メ
ー
ル
」

で
受
付
（
単
組
名
、
名
前
、
連
絡

先
を
明
記
）当
選
者
に
連
絡
す
る
。

コ
ン
サ
ド
ー
レ

チ
ケ
ッ
ト

プ
レ
ゼ
ン
ト

　

先
月
、
福
島
第
一
原
発
を
視
察
し
た
。

　

大
量
の
汚
染
水
へ
の
対
応
は
、
後
手
に

回
り
、
モ
グ
ラ
た
た
き
状
態
。
雨
水
と
と

も
に
汚
染
物
質
が
海
に
流
れ
込
ん
で
い
る

の
は
明
白
だ
。
本
丸
と
な
る
原
子
炉
へ
の

対
応
は
手
探
り
で
ま
だ
方
針
が
見
な
い
。

一
部
の
作
業
員
の
み
な
さ
ん
は
、
ト
イ
レ

に
行
け
な
い
環
境
の
中
で
、
オ
ム
ツ
を
着

用
し
て
い
る
と
い
う
。
人
の
尊
厳
を
破
壊

す
る
異
常
な
現
場
だ
。

　

安
倍
総
理
は
、ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
で
、

「
状
況
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
」

と
強
調
し
た
が
、
そ
れ
は
全
く
の
妄
言
で

あ
る
こ
と
は
、
多
く
の
国
民
が
見
抜
い
て

い
る
し
、
現
場
を
訪
問
す
れ
ば
、
そ
れ
は

一
目
瞭
然
だ
。

　

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
不
可
能
な
原
子
力

社
会
か
ら
ど
う
脱
却
す
る
か
、
今
後
、
日

本
が
取
り
組
む
べ
き
重
要
課
題
だ
。
今
月

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
フ
ト
の
状
況
等
を
視

察
す
る
た
め
、
ド
イ
ツ
を
訪
問
す
る
予
定

だ
。
（
10
月
11
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
て
）

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
不
可
能
な
原
子
力

⑤

こ
と
に
な
る
」「
積
丹
で
は
２

年
連
続
悪
天
候
の
た
め
、
避

難
用
船
舶
が
接
岸
で
き
て
い

な
い
。
船
舶
避
難
の
実
効
性

自
体
が
問
わ
れ
る
」「
自
衛
隊

や
警
察
は
防
護
服
を
完
全
装

備
し
て
い
た
が
、
避
難
者
や

救
護
者
を
受
け
渡
す
職
員
は

作
業
服
に
マ
ス
ク
の
み
で
線

量
計
の
所
持
も
ほ
と
ん
ど
確

認
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、

道
の
指
示
も
不
明
確
だ
っ

た
。
各
自
治
体
は
、

防
災
を
想
定
し
た

『
ヒ
ト
・
モ
ノ
・

カ
ネ
』
が
不
足
し

て
い
る
の
で
は
な

い
か
」
と
い
っ
た

疑
問
点
が
明
ら
か

に
な
り
、
今
後
の

改
善
点
を
出
し
合

っ
た
。

　

連
合
北
海
道

は
、
こ
れ
ら
の
調

査
・
検
証
活
動
を

も
と
に
北
海
道
に

対
し
て
政
策
提
言

を
行
う
。

動
を
行
っ
た
。

　

調
査
活
動
終
了
後
の
総
括

会
議
で
は
、
調
査
内
容
の
報

告
や
、「
携
帯
電
話
の
電
波
状

況
が
山
間
部
、
特
に
当
丸
峠

で
悪
く
、
避
難
指
示
な
ど
の

エ
リ
ア
メ
ー
ル
が
受
信
で
き

な
い
」「
小
樽
・
札
幌
へ
の
避

難
経
路
が
、
海
沿
い
の
国
道

に
限
ら
れ
て
お
り
、
大
変
な

　

今
年
度
は
、
泊
原
発
か
ら

の
放
射
性
物
質
が
北
側
に
拡

散
す
る
こ
と
を
想
定
し
て

泊
・
共
和
・
神
恵
内
・
積

丹
・
古
平
・
余
市
の
６
町
村

の
住
民
避
難
が
行
わ
れ
た
。

調
査
団
は
、
当
該
６
町
村
の

広
報
・
避
難
状
況
と
除
染
作

業
を
行
う
小
樽
救
護
所
、
広

域
避
難
先
と
な
る
札
幌
市
を

中
心
に
、
訓
練
の
調
査
活
動

と
住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
活

が
参
加
し
た
。

　

こ
の
防
災
訓
練
は
２
０
０

０
年
か
ら
原
発
周
辺
４
町
村

で
実
施
し
、
２
０
１
１
年
の

福
島
第
一
原
発
事
故
後
、
Ｕ

Ｐ
Ｚ
（
緊
急
時
防
護
措
置
を

準
備
す
る
区
域:

30
㎞
）
圏
の

13
町
村
に
広
げ
行
っ
て
い
る
。

　

連
合
北
海
道
は
、
10
月
８

日
、
２
０
１
３
年
度
の
北
海

道
原
子
力
防
災
訓
練
の
調

査
・
検
証
活
動
を
行
っ
た
。

調
査
団
は
、
各
産
別
・
地
協

あ
わ
せ
て
49
人
で
、
自
治
労

か
ら
、
当
該
後
志
地
本
・
単

組
や
道
消
協
な
ど
か
ら
26
人

道
の
指
示
も
不
明
確


